
鹿角広域行政組合消防本部管内
出 動 件 数

平成２８年 １月～平成２８年 ９月末

総出動件数 １２８１ 件

①火 災 ２１ 件

②救 急 １０６９ 件

③救 助 ３３ 件

④そ の 他 １５８ 件
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づ
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「
消
し
ま
し
ょ
う

そ
の
火
そ
の
時

そ
の
場
所
で
」

第

回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
が
台
風

号
の
接
近
に
伴
い
中
止
と
な
り
、９

月
２
日
、全
国
消
防
操
法
大
会
出
場
を
か
け
て
秋
田
県
代
表
選
考
会
が
秋
田
県
消

防
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鹿
角
支
部
か
ら
は
、小
坂
町
消
防
団
第
４
分
団
上

川
原
班
が
出
場
し
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
第
７
位
と
な
り
ま
し
た
。

☆
優
秀
選
手
賞
を
受
賞

２
番
員

赤
川
和
也（
団
員
）

６
月

日
の
伝
達
講
習
か
ら
約
３
ヶ
月
間
家
族
や
職
場
の
協

力
を
得
な
が
ら
日
夜
訓
練
に
励
ん
で
来
ま
し
た
が
、
満
足
の

い
く
結
果
が
得
ら
れ
ず
悔
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ポ
ン

プ
車
操
法
に
出
場
す
る
鹿
角
市
消
防
団
第
５
分
団
に
お
い
て

は
、
大
会
自
体
が
中
止
と
な
り
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

す
る
こ
と
が
出
来
な
く
て
非
常
に
残
念
な
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

今
後
も
消
防
団
活
動
に
励
み
、
住
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
、
頑
張
る
所
存
で
す
。
今
後
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（
赤
川
和
也
談
）

（
中
央
が
赤
川
団
員
）

【
駆
け
込
み
通
報
装
置
】
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去る９月１７日に鹿角市役所周辺にて行われた、「第８回元気フェ

スタ」消防署ブースの様子です。防火服を着ての写真撮影や消火

器を使った消火体験・ロープ綱渡り体験など、たくさんの子供たち

で賑わいました。

また、地震体験車も展示されました。震度７クラス

の揺れを本格的に体験出来るとあって、各種イベン

トで人気があり、圏民の防災意識

向上に役立っています。

当
消
防
本
部
で
は
平
成

年

月

日
か
ら
、高
機
能
消
防
指
令
シ
ス

テ
ム
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、様
々
な
通
報
手
段
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。「
駆
け
込
み
通
報
装
置
」
は
ご
存

じ
で
す
か
？

こ
の
装
置
は
、緊
急
時
に
消
防
署
・
分
署
・
出
張
所

の
玄
関
先
に
設
置
し
て
い
る
受
話
器
を
上
げ
る
だ

け
で
直
通
で
通
信
指
令
室
に
つ
な
が
り
通
報
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
装
置
で
す
。

出
動
時
で
職
員
が
署
所
に
い
な
い
と
き
や
夜
間

帯
な
ど
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。



鹿角市、小坂町で発生した災害情報を携帯電話やパソコンにｅメールで配信しています。

登録のしかたは市・町のメールアドレスへ空メールを送信するだけ！

返信されたメールに記載されたＵＲＬへ接続し、希望する情報をチェックし、登録完了です。

氏名や連絡先を入力する必要はありません。右のＱＲコードでもＵＲＬを取得できます。

詳しくは、鹿角市・小坂町のホームページをご覧ください。

情報配信メール登録用ｅメールアドレス

鹿角市：e-kazuno@xpressmail.jp 小坂町：e-kosaka@xpressmail.jp

メール登録用
ＱＲコード

鹿角市

小坂町

火事はどこ？ 今のサイレンは何？ １１９番への問い合わせはご遠慮願います。

災害情報案内サービス ０１８６（３０）１７２０

東
日
本
大
震
災
で
は
、地
震
が
発
生
す
る
前
に
使
用
し
て
い
た
電
化

製
品
が
電
源
の
入
っ
た
ま
ま
転
倒
し
た
り
、
位
置
が
変
わ
り
、そ
の
状

態
で
停
電
と
な
る
た
め
電
気
が
復
旧
す
る
と
、
つ
け
っ
ぱ
な
し
で
あ
っ

た
電
化
製
品
に
急
に
電
気
が
流
れ
、
あ
る
い
は
家
具
や
落
下
物
の
た
め

に
半
断
線
し
た
電
気
コ
ー
ド
が
シ
ョ
ー
ト
を
起
こ
し
て
火
災
に
繋
が
り

ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
地
震
直
後
に
漏
洩
し
た
ガ
ス
に
、自
動
的
に
回

復
し
た
電
気
の
火
花
が
飛
ん
で
、火
災
に
繋
が
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
で
発
生
し
た
火
災
は
「
通
電
火
災
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、自
宅
が
被
害
を
受
け
て
避
難
す
る
際
は
、必
ず
電
気
の
ブ
レ
ー

カ
ー
を
下
ろ
し
て
電
力
の
供
給
を
止
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、

同
時
に
ガ
ス
の
元
栓
を
閉
め
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

当
消
防
本
部
で
は
、今
年
５
月
に
㈱
東
光
鉄
工
様
よ

り
、消
防
活
動
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
小
型
無
人
機
ド

ロ
ー
ン
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
後
、消
防
活
動
に
お
い

て
、
消
防
車
両
・
隊
員
が
接

近
困
難
な
災
害
現
場
や
二

次
災
害
危
険
箇
所
の
被
害

状
況
把
握
、
ま
た
遭
難
・
水

難
事
故
で
の
情
報
収
集
な

ど
、
様
々
な
消
防
活
動
上

で
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

去
る

月

日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
っ
て
緊
急
消
防
援
助

隊
北
海
道
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練
が
能
代
市
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
緊
急
消
防
援
助
隊
と
は
、大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
た
エ
リ
ア
に
対
し
派
遣
さ
れ
る
部
隊
で
、

全
国
の
消
防
で
組
織
さ
れ
て
お
り
都
道
府
県
・
市
町
村
の
枠

を
越
え
、活
動
し
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
他
の
消
防
と
の

連
携
と
応
援
体
制
の
強
化
を
目

的
に
北
海
道
東
北
、新
潟
県
が

持
ち
回
り
で
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
多
彩
な
訓
練
は
全
て

災
害
現
場
に
即
し
た
内
容
で
、実

践
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

鹿
角
消
防
か
ら
は
救
助
部
隊

が
地
震
津
波
に
よ
る
現
場
で
の

捜
索
・
救
出
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
。
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1２

当
消
防
本
部
は

月

日
、
救
急
現
場
で
人
命
救
助
に
貢
献
し
た
と

し
て
、鹿
角
市
内
給
油
所
に
勤
め
る
、大
里
英
雄
さ
ん
に
対
し
感
謝
状
を

贈
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
９
月
に
発
生
し
た
救
急
現
場
に
て
、
迅
速
な
１
１
９
番
通
報
、

適
切
な
応
急
処
置
を
行
い
、倒
れ
た

方
の
救
命
に
多
大
な
協
力
を
し
た
と

し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

発
生
当
時
、
大
里
さ
ん
は
、
給
油

所
付
近
で
倒
れ
た
男
性
の
呼
吸
・
脈
拍

を
確
認
、救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で

胸
骨
圧
迫
を
続
け
ま
し
た
。

大
里
さ
ん
の
冷
静
な
行
動
に
よ
り

男
性
は
病
院
到
着
と
と
も
に
心
拍
が

再
開
。
現
在
は
病
院
で
後
遺
症
も
な

く
療
養
中
で
す
。
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